
○　目的

○　事業概要

○　整備スケジュール
令和６年度　基本・実施設計

令和７年度　機器更新

　防災無線の更新について、令和６年度に行った基本・実施設計
に基づき機器の更新を行う。

令和７年度　当初予算主な事業

事業名 防災無線更新事業

予算額 270,000 千円 新規・拡充
継続等の別 継続

　平成２２年６月に導入した既設のデジタル防災無線が、１４年
を経過し、設備が老朽化してきたことに加え、メーカーによる保
守対応が終了となるため、今後の市民へ災害時の通信手段を確保
できるよう防災無線の更新を行い機能の向上を図るものです。
　

事業内容

担当所属名 安心まちづくり室 直通電話番号 64 － 1307



○　目的

○　事業概要

○　整備スケジュール

○　継続費内訳

　東日本大震災、熊本地震などの地震災害、毎年発生する風水害等によ
る大規模な災害の状況を踏まえ、京田辺市において、今後予想される生
駒断層地震、南海ﾄﾗﾌ巨大地震等の大規模災害に備えるべく、防災体制を
整備・拡充していくことが急務となっています。
　京田辺市においては、発災後の各種援助部隊や支援物資の受け入れ、
住民等の避難への対応が課題となっており、京田辺市地域防災計画にお
ける広域防災拠点及び防災公園の整備促進方針に基づき、防災拠点の整
備を行うものです。

　広域的な災害時救援活動の拠点機能や物資の集配機能のほか、緊急避
難場所など、様々な状況に応じて活用できるよう、防災倉庫の整備を含
めた基本計画をふまえ、敷地造成工事及び防災備蓄倉庫等の新築に向け
た設計に取り組む。

令和６年度　造成工事・平面整備、（建築工事）基本・実施設計、
　　　　　　現場技術業務、上下水道工事
令和７年度　建築工事、工事管理業務、単価修正等業務
令和８年度　建築工事、工事管理業務、舗装・外構工事等、
　　　　　　第１期工事完成

　　防災備蓄倉庫等新築工事
　　　３９０，３００千円
　　防災備蓄倉庫等新築工事に係る現場技術業務委託
　　　１１，３００千円
　　防災備蓄倉庫等新築工事単価修正業務委託
　　　５，８００千円

1307

予算額 継続千円407,400

防災施設整備事業

新規・拡充
継続等の別

事業内容

－

令和７年度　当初予算主な事業

担当所属名 直通電話番号 64安心まちづくり室

事業名



○　目的

○　事業概要

令和７年度　当初予算主な事業

事業名 避難所環境改善事業

予算額 11,192 千円 新規・拡充
継続等の別 新規

事業内容

避難所の生活環境の向上を図るため、より衛生的な自動ラップ式
トイレや停電時に多用途に使用できる大容量の蓄電池といった必
要な備品を整備する。

　すべての指定避難所に衛生的に利用できる自動ラップ式トイレ
とそれぞれにトイレ用テント、また、停電時の対策としてスマー
トフォンの充電等、多くの電気製品に利用できる大容量蓄電池を
配備し、避難生活における環境の向上を図る。

担当所属名 安心まちづくり室 直通電話番号 64 － 1307



○　目的

○　事業概要

令和７年度　当初予算主な事業

事業名 防災訓練

予算額 581 千円 新規・拡充
継続等の別 新規

東日本大震災をはじめとする過去の災害の経験から、「自らの身
の安全は自らが守る。自分たちのまちは自分たちで守る。」とい
う「自助」・「共助」の考えに基づく行動が非常に重要であるこ
とから、いつ起こるか分からない災害に備え、各機関と連携し
た、防災訓練を開催し、市民の防災意識の向上、防災関係機関と
の協力体制の確認を目的として、直下型地震を想定した防災訓練
を実施する。

　自主防災組織をはじめ、区・自治会に避難所開設訓練等を実施
してもらうとともに、訓練会場において、防災関係機関（消防
署・消防団・警察署・自衛隊）等の防災関連団体等による展示
ブース、体験エリアの設置を通じて防災意識の向上を図る。

【実施訓練】
　・避難所開設訓練
　・救助・救出訓練

【展示・体験エリア】
　・防災知識の啓発
　・関係機関による展示
　・地震体験

担当所属名 安心まちづくり室 直通電話番号 64 － 1307

事業内容


